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第９期  小野市社会福祉協議会地域福祉推進計画（令和6年度～令和10年度）
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第 9期地域福祉推進計画の冊子は赤い羽根共同募金の一部を活用しています

〒６７５－１３７８

人と暮らしに
よりそう
地域づくり
ま 　  ち



“ふだんのくらしのしあわせ”の心を持ち続けよう

“あったらいいな”をやってみよう

お互いを理解し認め合える仲間を増やそう
困ったときは専門職を頼ろう

楽しさを多くの人に伝えよう
地域で活躍する人を増やそう
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計画策定の背景と趣旨

小野市社協と地域住民が共に目指すキーワードと “あいことば”
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小野市社協と地域住民が共に目指す“あいことば”

小野市社協と地域住民が共に目指す“あいことば”

　
   令和元年末頃から世界的に流行した新型コロナウイルス感染症により、私たちをとりまく人間関係に
大きな変化が起きました。他者との接触を避ける、密にならないなど「新しい生活様式」の実践が求めら
れ、小野市社協においても多くの事業が中止、休止を余儀なくされました。

　厚生労働省が令和５年８月に公表した「２０２３年版厚生労働白書」は、家族や地域社会の支え合い機
能の弱体化、交流や助け合いの意識の変化による「孤独・孤立」の深刻化などの課題や、ポストコロナの令
和の時代に求められる「つながり・支え合い」のあり方が提示されています。

　このような情勢を踏まえ、小野市社協では、各当事者団体や各関係団体などが集まる場で協議やアン
ケートを実施し、地域住民からはパブリックコメントなどで意見の収集を行いました。
　小野市が策定した第４期小野市地域福祉計画をはじめ各関係計画との整合性を図りつつ、人々の意識
の変化を反映させた新たなつながりづくりを中心とした第９期計画を策定しました。
　分かりやすく親しみやすい基本理念「人と暮らしに“よりそう”地域づくり」は、策定委員会などの意見
をもとに第８期計画より引き継いでおります。

　第９期小野市社協地域福祉推進計画は近年の社会情勢を踏まえ、これまで以上に地域住民、福祉団体
の方々と共に地域づくりを進めていく必要があります。そのため、様々な福祉分野に携わっている方々
で構成された計画策定委員会で話し合いを行い、小野市社協と地域住民が共に目指す４つのキーワード
と、６つの“あいことば“を設定しました。
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※この冊子は、多くの地域住民の皆様が手に取りやすいよう、キーワードや写真を用いるなど内容やレイアウトを工夫
　して作成しました。
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小野市社協と地域住民が共に目指す“あいことば”人と暮らしに“よりそう”地域をつくるためのキーワード ０１

子育てサロン

ふれあい移送サービスふれあい移送サービス

街頭募金
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人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
ま　ち

人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
ま　ち

小野市社協はこんなことに取り組みます

いつまでも自分らしく暮らすために生活を支援します

これからも笑顔のために交流する場を開催・支援します

地域活動を支援し続けるために自主財源を確保します

地域住民

家族、友人、地域の方々に
感謝の気持ちを伝える。

地域の活動に参加し、つな
がりを続ける。

取り組み（あいさつや見守り
など）を続ける。

福祉に関わっている方々に
感謝の気持ちを伝える。

地域の活動に参加し、つな
がりを続ける。

活動（ボランティアや地域
活動など）を続ける。

福祉に関わっている方々に
感謝の気持ちを伝える。

地域の活動に参加し、つな
がりを続ける。

地域とのつながりの輪を
広げる。

地域団体 関係機関
（ 町役員、ボランティア団体、当事者団体 等 ） （法人、事業所、専門職 等）

こんなことから始めてみませんか？
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“ふだんのくらしのしあわせ”の
心を持ち続けよう
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地域住民

近所の人にあいさつをす
る。

興味のある福祉分野につ
いて学ぶ。

困った時、悩んだ時は誰に
相談する。

地域の人とたくさん話を
する。

困っている人、悩んでいる
人を見かけたら声をかける。

自分で対応できないと思っ
たら関係機関に相談する。

地域内にある団体や活動
に参加する。

福祉分野だけでなく様々
な職種の方とも関わる。

困った時、悩んだ時は地
域の人や多職種間で連携
する。

地域団体 関係機関
（ 町役員、ボランティア団体、当事者団体 等 ） （法人、事業所、専門職 等）

こんなことから始めてみませんか？

新しい出会いのために交流するきっかけをつくります

みんなの困ったに応えるために相談窓口を強化します

複雑な問題を解決するために多職種間で連携します

きすみのショッピングツアー

ＯＮＯリンピック

地域の高齢者へメッセージカードを送ろう！

人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
ま　ち

小野市社協はこんなことに取り組みます

困ったときは専門職を頼ろう

2 3・小野市社協と地域住民が共に目指す“あいことば”

お互いを理解し認め合える

　　　 仲間を増やそう
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4小野市社協と地域住民が共に目指す“あいことば”

人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
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こんなことから始めてみませんか？

“あったらいいな”を
やってみよう

人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
ま　ち

小野市社協はこんなことに取り組みます
もっと地域を知るために話し合いの場を開催します

新たな発見のために誰でも参加できるイベントを開催します

困った人を助けるために社会資源の把握・開発をします

認知症の人が安心して暮らし続けるために家族も一緒に支援します

つ
く
る

ぐるっといちば買援隊

高齢者外出見守り模擬訓練高齢者外出見守り模擬訓練

かわい楽らく買いもんカーかわい楽らく買いもんカー

地域住民

自分の住んでいる地域の良
い所を見つける。

これからも住み続けられる
ために必要なものを考える。

自分が出来ると思う地域活
動に参加する。

地域にある集いの場に参加
して地域のことについて話
合う。

地域みんなが参加できる支
え合い活動を始める。

関係機関と共に福祉につい
て話合う。

積極的に地域に出向き“つ
ながり”をつくる。

持っている力を活かして居場
所づくりや講座を開催する。

困った時、悩んだ時は地
地域団体と共に福祉につい
て話合う。

地域団体 関係機関
（ 町役員、ボランティア団体、当事者団体 等 ） （法人、事業所、専門職 等）
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ふれあい・いきいきサロン

脳いきいき麻雀くらぶ

サマーボランティア

5 6・小野市社協と地域住民が共に目指す“あいことば”

人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
ま　ち

こんなことから始めてみませんか？

楽しさを多くの人に伝えよう

地域で活躍する人を増やそう

人と暮らしに“よりそう”地域をつくるために
ま　ち

小野市社協はこんなことに取り組みます
必要な情報を必要な人に届けるために積極的に発信します

いつまでも活躍するために介護予防活動の普及・啓発をします

“ありがとう”のために住民間の支え合い活動を支援します

楽しく活動をしてもらうためにボランティアセンターを運営します　

興味のある福祉分野につい
て調べる。

ボランティアセンターにボ
ランティアについて聞く。

ボランティア活動に参加
る。

みんなで楽しく元気でボラ
ンティア活動をする。

ボランティア活動の楽しさ
を多くの人に発信する。

新たな活動者を増やすため
ボランティアセンターと協
力する。

福祉の情報を積極的に発信
する。

ボランティア活動を受け入
れる。

福祉の担い手を育てるため
ボランティアセンターと連
携する。

地域団体 関係機関
（ 町役員、ボランティア団体、当事者団体 等 ） （法人、事業所、専門職 等）

地域住民
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